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News Release 
2006 年 12 月 20 日 

【各位】  株式会社Ｑｒｉｐｔ 

 

㈱Ｑｒｉｐｔがインスタントメッセンジャー（ＩＭ）に関するアンケート調査を実施 

１０代後半の８８.５％が IM を認知、５０代も６８.６％が認知 
～リアルタイムなコミュニケーションツールとして、若年層を中心にＩＭが広く浸透～ 

 

 

企業向け携帯電話連動型インスタントメッセンジャー〔以下ＩＭ〕を開発・提供する株式会社Ｑｒｉｐｔ（クリプト）〔本社：

大阪市中央区、代表取締役：渡邊君人〕は、全国の 15 歳から 59 歳の男女に対し、ＩＭに関するアンケート調査を

実施しました。 

電話や E メールに次ぐコミュニケーションツールとして世界的に利用されているＩＭですが、今回の調査で主に以下

のことが判明いたしました。 

 

 認知率（知っている、聞いたことがある）と使用経験率（使用している、使用したことがある）について 10 代

後半（15～19 歳）が最も高く、年齢層が高くなる毎に低くなり、50 代が最も低くなっている（若高老低）。 

 全体の認知率は 77.6％、使用経験率は 38.5％。15 歳～59 歳までの日本国内の人口は 7,602 万 7,000

人（＊）であり、この数字と今回のアンケート結果から 15 歳～59 歳までの IM の認知・使用経験率を算出す

ると、約 5,899 万人が IM を認知し、約 2,927 万人が IM の使用経験があると推測される。 
（＊）総務省統計局ウェブサイトより、2006 年 7 月時点の人口 

 使用目的でもっとも多いのは、「友人とのコミュニケーションツールとして利用」。 

 メリットとしては「相手とリアルタイムでコミュニケーションできる」「オンライン・オフラインがひと目でわかる」

「メールや電話より確実で早い」などの点も挙げられた。 

 問題点としては「（フリーソフトのＩＭは）セキュリティ上のリスクがある」などの点が挙げられた。また「ＳＰＩＭ（Ｉ

Ｍを狙ったスパムメッセージ）が煩わしい」との声も寄せられ、日本国内でもＳＰＩＭが出回っていることが判

明。 

 

この結果から、若年層のＩＭ認知・使用経験率が高く、「メールや電話より確実で早い」というメリットも評価され、 

今後は E メールを凌ぐコミュニケーションツールになる可能性があると予想されます。現在はフリーソフトのＩＭが 

多く利用されていますが、利用者からセキュリティに対するニーズが高く、その対策がされているＩＭが、今後は 

利用者から選ばれていくのではないかと考えられます。 

 

 
＜調査概要＞ 

1. 調査名 ： インスタントメッセンジャー(ＩＭ)に関するアンケート 

2. 調査方法 ： インターネットリサーチ 

3. 調査期間 ： 2006 年 12 月 6 日（水）～7 日（木） 

4. 有効回答者数 ： 517 名 

5. 男女内訳 ： 男性 44.3％ 女性 55.7％ 

6. 年代別構成※ ： 15～19 歳:10.1％、20 歳代:25.0％、30 歳代:25.0％、40 歳代:25.0％、50 歳代:15.1% 
※小数点第二位以下を四捨五入しているため、合計が 100％になっておりません。 

 
 

インスタントメッセンジャーとは： 

インターネット上で同じソフトを利用している仲間がオンラインかどうかを調べ、オンラインであればリアルタイム 

なテキストのやりとりやファイル転送などを行なうことができるアプリケーションソフト。「IM」「メッセンジャー」 

などとも呼ばれる。例：Yahoo!メッセンジャー、MSN メッセンジャー／Windows Live メッセンジャーなど 
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[Q1]あなたはインスタントメッセンジャー（略称：IM）※を知っていますか？＜ひとつだけ＞ 

対象者：517 人 

 

聞いたことはあ
るがよく知らない

27.5%
（142人）

知っている
50.1%
（259人）

知らない
22.4%
（116人）

  

[Q2]あなたは IM を使ったことがありますか？＜ひとつだけ＞ 

対象者：[Q1]で「知っている」と回答した 259 人 

          

現在は使ってい
ないが、以前
使っていた

40.5%
（105人）

使ったことが
ない

23.2%
（60人）

現在使っている

36.3%
（94人）
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認知率と使用経験率 

 
ＩＭ認知率 

（ＩＭを知っている、聞いたことがある） 

ＩＭ使用経験率 
（ＩＭを使用している、使用したことがある） 

15～19 歳 88.5% 57.7% 

20～29 歳 82.9% 55.0% 

30～39 歳 76.7% 35.7% 

40～49 歳 73.6% 26.4% 

50～59 歳 69.2% 23.1% 

全体 77.6% 38.5% 
※小数点以下第二位を四捨五入 

 

  

 

[Q3]現在までの IM の使用期間を教えてください。＜ひとつだけ＞ 

対象者：[Q2]で「現在使っている」と回答した 94 人 

　５年以上
16.0%
（15人）

　３～５年未満
14.9%
（14人）

　２～３年未満
23.4%
（22人）

　１～２年未満
25.5%
（24人）

　１年未満
20.2%
（19人）
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[Q4]IM を使い始めたきっかけは何ですか？＜ひとつだけ＞ 

対象者：[Q2]で「現在使っている」、「以前使っていた」と回答した使用経験のある 199 人 

 

 

会社で使われて
いた
3%

（6人）

会社以外のサー
クル・団体などで

使われていた
3%

（5人）

その他
2%

（4人）

知人・友人から
使うよう勧めら

れた
58%

（117人）

雑誌、Ｗｅｂサイ
トなどで知って
興味をもった

34%
(67人）

 
 

[Q5]あなたが、使ったことのある IM をすべてお答えください。＜複数回答可＞ 

対象者：使用経験のある 199 人 

64.3

68.8

6.5

2.0

11.1

13.1

7.0

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

Yahoo!メッセンジャー

MSNメッセンジャー／Windows Liveメッセンジャー

AOLメッセンジャー

Google Talk

ICQ

Skype

IPメッセンジャー

その他

（128人）

（137人）

（13人）

（4人）

（22人）

（26人）

（14人）

（2人）
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[Q6]最もよく使う（使っていた）IM をお答えください。＜ひとつだけ＞ 

対象者：使用経験のある 199 人 

 

Yahoo!メッセン
ジャー
38.7%
（77人）

MSNメッセン
ジャー／

Windows Live
メッセンジャー

50.8%
（101人）

Google Talk
0%

（0人）

ICQ
3%

（5人）

Skype
4%

（7人）

IPメッセンジャー
3%

（6人）
その他

1%
（1人）

AOLメッセン
ジャー

1%
（2人）

 
 
[Q7]どのくらいの頻度で IM を使っていますか（使っていましたか）？＜ひとつだけ＞ 

対象者：使用経験のある 199 人 

 

月に1～3回
 9%

（18人）

それ以下
17%

（33人）

週に1～2回
21%

（43人） 週に3～4回
15%

（29人）

週に5～6回
11%

（21人）

毎日
27%

（55人）
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[Q8]IM はどこで使いますか（使いましたか）？＜複数回答可＞ 

対象者：使用経験のある 199 人 

91.5

3.5

17.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

学校

会社　　

その他

（182人）

（7人）

（34人）

 

 
 
 
 
 
 
 
[Q9]IM は誰とやりとりするために使いますか（使いましたか）？＜複数回答可＞ 

対象者：使用経験のある 199 人 

83.9

17.1

16.6

10.6

4.0

3.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

友人

恋人

家族

業務上で社内の人

業務上で社外の取引先

その他

（167人）

（34人）

（33人）

（21人）

（8人）

（6人）
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[Q10]IM を使ってメリットに感じる部分はどこですか？＜複数回答可＞ 

対象者：使用経験のある 199 人 

60.3

83.4

42.7

17.6

25.6

15.1

11.1

24.1

1.0

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

誰がオンラインかオフラインかひと目でわかる

相手とリアルタイム（同時）にコミュニケーションがとれる

同時に複数人とコミュニケーションできる

相手を煩わせずコミュニケーションできる

周りの人を気にせずコミュニケーションできる（音声がない）

大容量ファイルを送ることができる

ファイルを共有できる

メール・電話よりも確実で速い

携帯電話で利用できる

その他

（120人）

（166人）

（85人）

（35人）

（51人）

（30人）

（22人）

（48人）

（2人）

（4人）

 

 
 
 
 

[Q11]IM を使ってデメリットに感じる（感じた）部分はどこですか？＜複数回答可＞ 

対象者：使用経験のある 199 人 

 

41.2

28.6

24.6

17.6

2.5

20.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

いつでも話しかけられてしまう（メッセージが送られてくる）

内容が伝えにくい（口頭の方が伝えやすい）

セキュリティー上のリスクがある

広告目的のメッセージ（IMスパム）が煩わしい

その他

特にない

（82人）

（57人）

（49人）

（35人）

（5人）

（41人）
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[Q12]今後、IM を使用したいとお考えですか？＜ひとつだけ＞ 

対象者：[Q2]で「以前使っていた」、「使ったことがない」と回答した 165 人 

機会があれば使
用したい

 56%
（93人）

使用したくない
17％
（28人）

わからない
 27%
（44人）

 
 

＜次ページに続く＞ 
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[Q13]IM に期待すること（新しい機能など）をご自由にお書きください。 

対象者：使用経験のある 199 人 

 

安全性・管理性の向上を求める意見  

（セキュリティ、スパム対策、ログ管理、利用者の限定、使用時間の管理など） 
31 人 

通信環境の向上を求める意見 

（通信速度、画像通信、音質の向上など） 
12 人 

携帯電話・他の IM との融合を求める意見 

 
10 人 

不具合の改善を求める意見 

 
4 人 

その他  

（絵文字・デザインの種類の増加、利用人口の増加、使いやすさの向上など） 
23 人 

 

 

         ◆自由回答を一部ご紹介します。 
 

・セキュリティ機能の強化。スパムメールが多くなった。個人情報の流出を疑う。（会社員・事務系) 

・安全性・匿名性。（会社員・技術系) 

・スパム対策を強化して欲しい。（会社員・その他) 

・過去ログ検索機能の強化。（パート・アルバイト） 

・話しかけられたくない人を適宜設定したい。（専業主婦） 

・知っている人のみで会話したい。プライバシーや自分達の会話を覗かれているようで不安。（専業主婦） 

・高速回線を利用した、映像情報の強化。（公務員） 

・画像もファイルもすばやく送れると良い。（会社員・技術系) 

・もっとスムーズで質の高い音声・画像の通信。（会社員・事務系) 

・携帯電話にＰＣ並のＩＭが導入されればいい。（会社員・事務系) 

・ＰＣがなくても、携帯等で手軽にそして、安く利用できるようになってほしい。（会社員・事務系) 

・電話との融合。（自営業） 

・メッセンジャーの調子が悪いので改善を期待しています。（学生） 

・不具合がなくなって欲しい。（学生） 

・ファイルを送るとき中断した場合のレジュウム機能。（公務員） 

・手書きで文字を伝えることが出来る。（会社員・事務系) 

・ＩＭに関する知識の普及。（会社員・技術系) 

・絵文字を増やしてほしい。（パート・アルバイト） 

・機能がよくわからないので使い方をわかりやすくしてほしい。（学生） 

・もっと使用人口を増やしてください！（学生） 
 

以上 

 

本資料に記載されている製品名および会社名・団体名は、各社の商標または登録商標です。 

また、記載の会社名および製品名、URL などは本リリース発表時点のものです。 
 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社Ｑｒｉｐｔ 東京支社 Yocto 事業部／奥村朋子 
〒113-0024 東京都文京区西片 1-15-15 春日ビジネスセンタービル 9F 

TEL：03-5840-7411 / FAX：03-5840-7412  e-mail : tomoko_okumura@qript.co.jp 


